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 荒子学区自主防災訓練 
 

 
 

 

 

 

 

 
 
 

・ 子どもを対象とした炊き出し訓練を実施。鍋、くど、薪を用いてご飯の炊き

方とおにぎりの作り方を教えた。 

・ 災害対策名簿の作成と見直しを実施。 

・ 高齢者等を対象とした防災についての説明会を開催。 

 

 

 

 

 

 

 

 高齢化が進み、災害時に自力での避難が難しい世帯が増えてきたほか、東海地

震への防災対策に学区連絡協議会が積極的に取り組んでいくことへの気運が高

まり、住民と防災についての情報を共有すること、住民の防災意識を啓発するた

めに自主防災訓練を行っている。 

  

【荒子学区】 

 ■世帯数：9,158 世帯  

 ■人 口：21,706 人 

 ■面 積：2.678ｋ㎡ 
  平成 24 年 4 月 1 日現在

 １ 活動・取り組みの内容 

 ２ きっかけ、背景 

 

チラシの各戸配布、回覧。   

【住民への PR 方法】

中川区 荒子学区 
住民交流 健康・福祉 青少年育成 環境・美化 

防犯・交通安全 防 災 歴史・文化・芸術 その他 
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(１) 運営メンバー 

 区政協力委員、子ども会、災害ボランティア 計約 23 人 

(２) 他団体との協力 

名古屋なかがわ災害ボランティアネットワーク 

(３) 運営協力 

町内会ごとに、子どもと親の参加を得ている。 

 

 

 

(１) 成果・効果 

住民の防災に対する意識が高まった。電気・ガス以外でのご飯の炊き方を知

った子ども達の感激が良かった。 

(２) 苦労した点 

保護者（子どもの親）の参加が少なく、参加者の確保に苦労した。 

(３) 今後の課題・展望 

活動の継続には、保護者（子どもの親）の協力が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ４ 成果と課題 

 ３ 実施の体制 


